
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 2002 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 
音楽Ⅱ 単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 音楽Ⅱ Tutti＋ （教育出版） 

副教材等 自主教材プリント 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「歌うこと」「楽器を演奏すること」「音楽をつくること」「音楽を聴くこと」の４つの分野を音楽Ⅰ

の学習経験を基盤として、学習していきます。 

・音楽を形づくっている要素の働きが楽曲の特徴にどのような役割を果たしているかを理解していきます。 

・音楽文化についての理解を深めるために、音楽が文学や絵画などの諸芸術や他の文化と互いにどのように影

響しあって発展してきたかを様々な教材を通じて考える。 

・実技試験は授業中に発表形式で行います。お互いに聴き合うことで他人の表現を知り、刺激を受け、受

け止めることで感性を広げて、今後の音楽表現に生かしていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化

と幅広く関わる資質・能力を次の通り育成することを目指す。 

(1) 音楽Ⅰの学習成果を踏まえ、文化的・歴史的背景や音楽の多様性について理解を深め、より広い視

野で音楽を捉えることができるようにする。 

(2) 個性豊かな音楽表現を創意工夫できるようにするために、必要となる技能を身に付け高めること

ができるようにする。 

(3) 主体的・協働的な音楽活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに、感性を高

め、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度や音楽の知的財産権を尊重する

態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

歌唱・器楽などの音楽表現にお

いて、学んだことを取り入れ、自

己のイメージを持ち、創意工夫

できるために必要な知識・技能

を身に付けている。 

また、鑑賞を通して音楽と社会

との関わりや歴史的背景などを

学び理解し、文章表現できてい

る。 

 

曲想を歌詞の内容や背景と関わら

せてイメージし、曲種に応じた発

声の特徴を生かすなど、学習した

知識・技能を生かし、表現したい

自己のイメージを膨らませなが

ら、楽曲にふさわしい音楽表現を

創意工夫しようとしている。また、

鑑賞から得た知識・技能を生かし、

思考・判断して創造的な表現をし

ようとしている。 

主体的・協働的に幅広い活動に取

り組み、その中で他者との調和を

意識し、創意工夫過程で様々な表

現を試している。また、楽曲の曲

想や背景との関わり、曲想を生み

出している音楽的な特徴に関心を

もち、演奏したり鑑賞したりする

学習に意欲的に取り組んでいる。 
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上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

表

現 

オリエンテーション～クラ

スの歌声を響かせよう 

「Smile」 

「Pretender」 

「見上げてごらん夜の星

を」 

a:【知】様々な表現形態による歌

唱表現の特徴について理解して

いる。【技】姿勢や呼吸などの身

体の使い方の技能、他者との調和

を意識して歌う技能を身に付け、

表現している。 

b:親しみやすいポップスや効果

の旋律・リズムを知覚し特質や雰

囲気を感受しながら自己のイメ

ージを持って、表現している。 

c:歌詞の内容や作詞者・作曲者の

メッセージを考えながら二部合

唱で歌うことに関心を持ち、主体

的・協働的に活動に取り組もうと

している。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

確認ﾃｽﾄ 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技ﾃｽﾄ 

観察 

 

 

 

 

 

振返りｼｰﾄ 

イタリアの歌の世界 

「Core‘ngrato」 

 

a:【知】曲想と音楽の構造や歌詞、

文化的・歴史的背景との関わり及

び言葉の特性と曲種に応じた発

声との関わり、それらによって生

みだされる表現上の効果につい

て理解している。【技】創意工夫

を生かした歌唱表現するために

発声・発音の技術を身に付け表現

できている。 

b:音色、リズム、旋律、強弱、構

成を知覚し、それらの働きを感受

しながら、個性豊かに表現を創意

工夫できている。 

c:言葉の特性や曲にふさわしい

発声で表情豊かに歌うことに関

心を持ち、主体的・協働的に取り

組もうとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

確認ﾃｽﾄ 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技ﾃｽﾄ 

観察 

 

 

 

 

 

振返りｼｰﾄ 

英語でポップスを歌おう

「Yesterday once more」 

「Let it be」 

a: 曲想と音楽の構造や歌詞、文

化的・歴史的背景との関わり及び

言葉の特性と曲種に応じた発声

との関わり、それらによって生み

だされる表現上の効果について

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

確認ﾃｽﾄ 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

実技ﾃｽﾄ 

振返りｼｰﾄ 
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理解している。 

b: 音色、リズム、旋律、強弱、

構成を知覚し、それらの働きを感

受しながら、個性豊かに表現を創

意工夫できている。 

c: 言葉の特性や曲にふさわしい

発声で表情豊かに歌うことに関

心を持ち、主体的・協働的に取り

組もうとしている。 

鑑
賞 

日本の音風景を感じ取ろう a:曲想や表現上の効果と音楽の

構造との関わり、我が国の伝統音

楽の種類とそれぞれの特徴につ

いて理解している。 

b: 音色、リズム、速度、旋律、

テクスチュア、強弱、構成を知覚

し、それらの働きを感受しなが

ら、知覚したことと感受したこと

との関わりについ考え、音楽の良

さや美しさを自ら味わって聴い

ている。 

c:四季の自然から美しさを感じ

取る日本人の美意識や伝統音楽

の特徴について理解を深めるこ

とに関心を持ち、鑑賞できてい

る。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

確認ﾃｽﾄ 

ﾚﾎﾟｰﾄ 観察 

２
学
期 

表
現 

アンサンブルを楽しもう 

「Amazing Grace」 

「ほたるこい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

混声合唱を美しく響かせよう 

「大きな古時計」 

 

 

 

a:【知】表現の固有性や多様性に

ついて理解している。音楽の構造

や歌詞との関わり及びその関わ

りによって生み出される表現上

の効果、様々な表現形態による歌

唱表現の固有性や多様性につい

て理解している。【技】他者との

調和を意識して歌う、表現形態の

特徴を生かす技能を身に付けて

いる。 

b:和音・和声を知覚し、それらの

働きが生み出す特質や雰囲気を

感受しながら、自己のイメージを

持ち、意図して表現している。 

c:和音・和声を学習することに関

心を持ち、音楽活動を楽しみなが

ら、主体的・協働的に鑑賞の学習

活動に取り組もうとしている。 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

確認ﾃｽﾄ 

実技ﾃｽﾄ 

 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

観察 

 

 

 

 

 

振返りｼｰﾄ 
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鑑
賞 

交響曲の仕組みや協奏曲の

魅力を知ろう 

・モーツァルトの「交響曲第 40

番」を通して、オーケストラの

響きや、ソナタ形式の主題の

おもしろさを味わって聴く。 

・ショパンの「ピアノ協奏曲第1

番」を通して独奏協奏曲の魅

力を味わって聴く。 

 

a:曲想や表現上の効果と音楽の

構造との関わりについて理解し

ている。 

b:音楽の構成を知覚し、それらの

働きが生み出す特質や雰囲気を

感受しながら音楽の良さや美し

さを自ら味わって聞いている。 

c:主題の変化や作品の特徴が音

楽の構造とどのように関わって

いるか、独奏楽器と管弦楽との対

比に関心を持ち、主体的・共働的

に学習活動に取り組もうとして

いる。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

確認ﾃｽﾄ 

ﾚﾎﾟｰﾄ 観察 

 

３
学
期 

表
現
・鑑
賞 

コンサートを開こう 

～音楽Ⅱのまとめとして 

a:音楽Ⅱの一年間の学習を通し

て、表現や鑑賞の「知識」に関す

る諸事項について理解している。

また、技能に関する諸事項を身に

付け、歌唱や器楽、創作で表して

いる。 

b:音楽Ⅱで学んだ教材の音楽の

諸事項を知覚し、それらの働きが

生み出す特質や雰囲気を感受し

ながら、自己のイメージを持って

歌唱や器楽、創作表現としてどの

ように表すかについて、思いや意

図を持っている。 

c:1年間の音楽学習のまとめとし

てコンサートを企画実施するこ

とや、学習を経て、自分自身の音

楽に対する考え方がどのように

変容したかを考えることに関心

を持ち、音楽活動を楽しみながら

主体的・共働的に表現及び鑑賞の

学習活動に取り組もうとしてい

る。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

（企画書） 

実技ﾃｽﾄ 

 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

振返りｼｰﾄ 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


